
東南アジア研究 11巻 3号 1973年12月

ビ ル マ の 壁 画

- パ ガ ン時 代 を 中心 と して -

大 野 徹*

WallPaintin皇sinBurmaofthePa皇anPeriod

by

ToruOHNO

は じ め に

1972年11月 か ら73年 3月まで, 鹿児島大学のビルマ学術調査隊(隊長荻原弘明教授)の隊員

の一人 として,ビルマ史跡の実地調査に従事 した｡1) 調査旅行の全期間を通 じて私が もっぱ ら

力を注いだのは, (1)ビルマ語碑文の拓本採取, (2)良案 および折 り畳み手写本(パ ラバイ)

の複写,(3)壁画 の撮 影の 3点である｡ 本稿ではその内 の壁画 について報告 す ることに し

た い ｡

ビルマの壁画は彩色画で, その大部分 が ビルマ語でグー ･パヤーとよばれる内部に回廊(緯

道)をもったレンガ造 り窟院の内部 の壁画や天井に描かれている｡ 僧院 の廊下(パヤー ･ダザ

ウン)に描かれていることもある｡ 画題は大半が仏伝図や本生図で,2) 一種 の宗教画 といって

* 大阪外国語大学ビルマ語学科

1) 調査の概要はアジア･レビュー誌上 に座談会記事として掲載されているo ｢ビルマ文化の予備調査を

終えて｣ 『朝日アジア･レビュー』第14号,1973年 6月,pp･32-43･なお私達の今回の調査旅行につい

ては,全般的なお世話をしていただいた Dr.NyiNyi以下のビルマ政府文部省,宿舎と交通機関の便宜
を図ってくれた各地の治安行政委員会 (S.A.C.)および教育委員会,UAungThaw,U The主nHam,tJ

ThanHtutといった文化省の3局長,および鈴木大使,鈴木文化担当理事官,奥平書記官,池谷副理事

官といった在ビルマ日本大使館関係者,資金的に協力して下さった関係企業,その他数多くの邦人なら

びにビルマの人々から終始緩かい御支援と衡協力をいただいた｡ 私達の調査旅行はこうした方々の御協

力があって初めて実現したものである事を記し謝意を表したい｡ 特に日中30度を越す炎熱の下,舞い上
がる土壌を私達と一緒に吸いながらパガンの仏塔寺院を一過間近い休暇をとってまで熱心に案内してく
れた美術家 UAyeMyint(WaziFactory),および私達の Liaisonofhcerを務めてくれた UYazaの協
力を忘れる事ができない｡

2) パガン時代のビルマ語碑文には ｢寺院の内部に550の本生図を描いた｣ という記述がしばしばみられ
る｡例えば,U PeMaungTinandG･H･Luce. h∫-itionsofBurma. PortfolioI-Ⅴ. pl･mos.73,
105a,194,248など｡
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大野 :ビ ル マ の 壁 画

よいoその点ビルマの壁画は,同じぐ寺院内でよく見かける各種の浮彫 りと同じ性格のものと

考えることができる｡ 画題は,後世になると宮廷生活や庶民の日常生活を描いた現実的,世俗

的なものも現われて くる｡)

描かれた時期は11世紀か ら19世紀までの800年間にわたっているが,パガン時代に描かれた

壁画のL恒こは色が槌せたり,変色 したり,あるいは壁面が磨損,剥落 したりして原形を失いか

けているものも少なくない｡また,篤信の檀家の手によって壁面が貢白に塗 りつぶされている

こともある. こうした人為的な破壊によって,せ っか くの貴重な壁 画が完全に姿を消 して しま

うことがないようその完壁な保存対策が切に望まれる｡

ビルマ政府文化省の考古局では,1903年のマンダ レ-支局開設以来代表的な壁画の模写作業

に取 り組んできており,今までにパ トウダー ミャ-,アベ-ヤダナ-,クーピャウデー,チャ

ンシック-オウンミン,パヤー トンズー,ナンダ ミンシャといったパガンの壁画や,サガイン

にあるティローカブール窟院の壁画などの模写が完了 している｡私達がマンダ レ-支局 (主任

研究官 U S°inMaungOo)を訪れた昨年12月には, モンユワ一県アミン村にあるインワ時

代の壁画の模写に従事していた｡

ビルマの壁画全体に関する最もす ぐれた概説書 とも言 うべきビルマ政府文化省考古局編纂の

｢古代ビルマの壁画｣3) は, ビルマ壁画 の時代区分 を, (1)パガン時代, (2)インワ時代,

(3)コウバウン時代初期, (4)アマラプーラ時代, (5)ヤダナ-ボン時代 の 5期に分けてい

る｡ こうした区分の仕方にはなお検討の余地があると思われるが,本稿ではとりあえず上記の

時代区分に従 って,今回私達が諏査 し得た壁画のうちパガン時代のものを取 り上げて整理 し,

その画題,構図,画法,特徴などについて記述 していくことにしたい｡

1 パガン時代の壁画の特徴

パガン時代の壁画とは,11世紀中葉か ら13世紀後半までのおよそ200年の間に描かれた壁画

を指す｡画題の大部分は仏伝か本生譜である｡仏伝図には,触地印の降魔成道像を中心としそ

の周囲に降兜率,出胎,初 転法輪,ナ-ラーギー リ象の調伏,ナンドーパナンダ龍王液頂,ア

-ラーワカ犀利の調伏,入浸磐などを配 した釈迦八相図が多い｡出胎図,降兜率図など,八相

図の中の一場面だけを取 り出して描いたものも少なくないC 過去28仏が措かれていることも

ある｡

釈尊図には立像と坐像とがあるが,坐像の場合には降魔成道像が圧倒的に多い｡印契は通常

触地印か法説印である｡釈尊の顔は一般に丸顔か丸味を帯びた角顔であるo 耳たぶが長 くまさ

に両肩に触れんばか りに垂下 している｡頭部は剃 ってあるが螺髪にはなっていない｡頂上の肉

3) PyidaungTJuYinkychmuHtana.ShaJyOeMyammaBagγi･Rangoon,1966,p･30+ⅩⅩIV･
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撃にはまんじゅう型,つぼみ型,吃立型の3種がみられる｡そのほかの "相好'はさほど明確

ではない｡身にまとった袈裟は偏担右肩が普通である｡一方,過去28仏は通肩が一般的で釈尊

像とは対照を成 している｡ 過去仏の印契は説法印か禅定印である｡

仏伝図は一般に画像が大きい. これに対 して本生図は描 くべき場面が多いせいもあって画像

が小さい｡ たいてい縦横数十に仕切 られた四角い枠(パネル)の中に一場面ずつ描かれ (-図

-景),その下にパー リ語, モン語, またはビルマ語による本生識番号とその名称あるいは説

明文などが記されている｡

本生帯は, ビルマでは550の物語として知られている4)が, 実際に壁面に描かれているの

はタウンビー西のモン寺 290パネル, ミンピャグー寺院 498パネル,ナガヨン寺院 284パネル,

アベ-ヤダナ-寺院の北壁面 150パネル,クーピャウデー (ミンカバー)寺院の496パネル,

クーピャウデー (ウェッチ-イン)寺院 の544パネル, ローカティパン寺院 40パネルという

ように不統一である｡

壁画の構成としては, 一般に両堂(奥室)の天井に仏足跡または星宿図が描かれ, 壁面 は上

層に島部,中部などの経蔵に叙述されている場面,場合によっては過去28仏が描かれ,その下

層に仏伝あるいは本生図が描かれる｡ 壁面が上,中,下と三層に分かれている場合には最下層

に地獄図が描かれていることもある｡ 一方, 前室(入口を入ってす ぐの広間)に壁画が措かれ

ている場合, その画題は例外なく本生図で, 左右の壁面 を数十のパネルに仕切って描いてい

る｡嗣堂と前室の境の三角壁にも措かれるが,ここの画題は八相図の中の一場面であることが

多い｡

画法の面では,パガン時代の壁画すべてに共通 した特徴がみられる｡ その第 1は透視法が用

いられていないため,人物像にしろ建物にしろ,遠近感が表現されないままになっている事で

ある｡同時に,陰影法が採 られていないことか ら絵全体が平板で立体感を欠 くうらみがある｡

第 2は,表現の中心となる部分を大きく誇張 して措き,その他の部分を対照的に小さく描 くと

いう技法が しばしば採 られていることである｡その結果絵全体が不自然で著 しく写実性に欠け

る｡ 第 3は,人物像を描 く場合輪郭の線が強調されていることである｡ その場合,はじめに輪

郭を線で描き, その後で彩色を施すという手順が踏まれている｡ パヤー トンズー寺院 の壁面

には,輪郭だけが描かれ彩色は施されないままの人物画がみられる｡

第 4は,人物の体つき,顔の表情である｡これには地域差と時代差とがある｡その一つは,

身体全体に動きが少なく人物が静的なものである｡ このタイプの像では顔が丸顔,一重険,男

性の場合は口髭,頬髭,頃髭などを黒々と生やしている点が特徴である｡ こうした人物像は,

4) 例えば, ボウドーパヤー王の治世当時ニヤウンガン僧正によってビルマ語訳された小部経典
(Khud,1akaNikaya)の中の本生経 (J豆taka)には ｢五百五十のジャ-タカ物語｣という題がつけられて
いる｡NyaunggonHsayadaw. NgayaNga,?eZatta叩 ′lWutzhu. Vol.I,II,Rangoon1968.
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大野 :ビ ル マ の 壁 画

パ トウダー ミャ-,クーピャウデー,アベ-ヤダナ-,ローカティパンなど,11世紀後半から

12世紀前半にかけて建立された寺院(地域的 にはパガンと ミンカバー村 の周辺に集中 して い

る)の壁画に多い｡ もう一つのタイプは動的な像である｡ 全体として体つきが優腕,ことに女

性の場合は腰および下半身がしなやかな轡曲を示す｡男女とも顔が長 く,鼻も鳥の嘆のように

鋭 く長 く尖っている｡ 瞳は-重で眼つきが鋭い｡ 鼻が尖 っている点 はェローラ窟院の人物画

杏,眼つきが鋭い点はアジャンダ窟院の人物画を,それぞれ連想させる｡こうした特徴をもつ

顔は少なくともビルマ族のものではない｡この非ビルマ的な人物像は,ナンダ ミンニャ,パヤ

ー ･トンズーなど13世紀に建立された寺院(地域的にはミンナントゥ-村の周辺に多い)の壁面

にみられる｡

特徴の第 5は色彩である｡ パガン時代の壁画には,黒,赤,茶,薄黄など全体的に暗いくす

んだ感じの色が多く使われている｡ 膏や緑をふんだんに用い,華麗で鮮かな色彩を特徴とする

コンパウン時代の壁画とはきわめて対照的である｡パガン時代の壁画にも,もともと青色や緑

色が用いられていたと考えられるが,長い年月の間に変色 した結果,膏や緑色が用いられてい

ないような印象を与えるのであろう｡

第 6は,ビルマ語でカノウパンとよばれる装飾文様が随所に描かれていることである｡カノ

ウパンというのは蓮華または蓮の菅,蓮の茎,蓮の葉などを素材にそれらを装飾的に描いたも

ので,一種の唐草模様のことである｡描かれている場所は,壁面の四隅,天井と壁面との境,

嗣堂と前堂の境の三角小間など付随的なところが多いO天人像や各種の動物図は,一般にこの

カノウパンの隙間に描かれている｡

∬ 壁画の所在地点とその内容

今回私が実際に調査 し得たパガン時代の壁画の所在地 とその内容とを具体的に述べると次の

ようになる｡

1. パ トウダーミャー (Patothamya)寺院

11世紀の後半ソール-王によって建立された基壊一層の寺院で,タッピンニュ寺院の真西,

ヒンズー教寺院 として名高いナッフラウン･チャウンのさらに西にある｡ 寺院 の内部は東西

に分かれ, 東側が前室, 西側は耐堂になっている｡ 壁画は伺堂の回廊南北両壁にあり, すべ

て仏伝図である｡ 壁面は剥落がひどく不鮮明な図が多い｡ 壁面 の最上層にはモン語により律

蔵が,二層目には経蔵(島部,中部)が描かれ,その下の層(眼の高さの位置)には仏伝が60パネ

ル描かれている｡ ここの絵 で有名なのは, 浄飯王が両手で抱き上げている悉達多太子をカー

ラデービラ(黒執天)が礼拝 している図(阿私陀仙の予言)である(南回廊外壁)｡ 左手 で髪の先

端を握り右手に持った剣を髪の撃にあてた落飾図(北回廊 の外壁,写真 1), 王舎城での布施
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(北回廊外壁),牧 女 献 乳(東 回廊 外 壁),

双神通(南窓 の東壁), 出胎(南 壁), 説 法

印を結んだ通肩の仏陀坐像などもある｡ い

ずれも画面の下にはモン語による 墨又の説

明がみ られる｡ 画中の人物は丸顔で鼻が高

い｡ 眉毛は細 く険は一重で眼つきが鋭い｡

男性は例外な く口髭, 頗髭,顕髭を!圭や し

ている｡ 男女 とも耳たぶには丸い人 きな耳

環をはめ込んでいる｡ 仏陀像は丸味のある

顔容を しており,耳たぶが長い｡ 頭部は剃

髪 しているが螺髪ではない｡ 肉撃は陀立型

である｡ 出胎図には摩那夫人の右脇下か ら

生れ出た悉達多太子の像は捕かれず, すで

に衣服をまとい冠を頭にいただいた 太子の

立像が描かれている｡

写真 1 パ トウダーミャー寺院の落飾図

2. 7ペーヤダナー (Abeyadana)寺院

11世紀の後半チャンシック-王によって建立された基壇一層の寺院で,北側の前室 とその南

側の両堂 とか ら成 っている｡位置は ミンガバー村の南端,ナンバヤー寺院のさらに南,ナガヨ

ン寺院の西北西にある｡ 壁画はあま り鮮明とは言い難いが,前室の北壁に本生図が 8列 150パ

ネル残 ってお り,各図の下にパー リ語による墨文の説明とニパータ番号 とがみ られる｡かつて

は東西両壁にも本生図が描かれていたと報告されている｡嗣堂の回廊外壁の壁画には説明文が

ないので詳細は不明だが,措かれているのは大乗系の菩薩像だと考え られている｡それは床上
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写真2 アベーヤダナー寺院の菩薩像

80センチ くらいのところか ら天井 と壁との

境まで五層にわたって描かれており, 菩薩

か ら仏陀に到るまでを 段階的に描いたもの

と考えられる｡ まず最下層の唐草模様の上

に描かれている菩薩像であるが, 右足を立

て膝に し,左手には剣または槍を, 右手に

は法輪を持 っている｡ 頭には宝冠をいただ

き,丸い大きな耳飾 りや二重の首飾 り, 腕

環などの装身具を身につけている｡ 眉毛は
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細 く眼は菱型で眼つきが鋭い｡その舞上,すなわち仏轟と仏轟の中間壁面のやや上方に描かれ

ている菩薩像(写真 2)ち, 宝冠をいただき丸い大きな耳環をつけ, 首には首飾 りを, 上勝部

や手首には腕環をはめている｡蓮華の上に坐 してはいるものの結蜘扶坐ではなく,右足を斜め

に垂下 した遊戯坐である.右手は与願の印,すなわち膝の上にのせ指先を下にして掌を外側に

向けている｡一方左手は,肘を曲げ胸の前で親指と中指とを接 して輪を作っている｡その堤の

中を蓮の茎が下から上-と通り抜けて左肩の上で花を一輪咲かせている｡菩薩の頭の背後には

円形の光背がある｡ 顔は丸顔だが細い眉 が釣り上がり, 半眼(菱塑)のせいか眼つきが鋭い｡

宝冠の下からはみ出した黒髪が両肩を覆っているのがはっきり認められる｡左右に一人ずつの

爽侍がおり,菩薩に向かって合掌 している.二段ある仏轟の上段の仏晶 と仏轟の間に描かれて

いる菩薩像は立像で,蓮華の上に左右の足先をともに外側に向けて立っている｡左手は肘を上

に曲げて環を持ち,右手は胸の前で槍の柄を担っている｡この菩薩の頭上から蓮の茎が真直 ぐ

上に伸びているが, その頂上の蓮華の上に説法印の仏陀坐像がみられる｡以上が回廊南側外壁

の壁面にみられる代表的な絵である｡下から上に向かって5段階になっている絵のうち,-,

二, 四層 の菩薩像と最上層の仏陀像とは相当大きいのです ぐそれと分かるが, 三層目だけは

図がきわめて細かいので注意 してみる必要がある｡ なお回廊内壁 の仏轟 と仏晶の中間壁面に

も壁画があるが, これはブラフマ一, シバ, ビシュヌなどのバラモン系神像だと考えられて

いる｡

3. ナガヨン (Nagayon)寺院

11世紀の後半チャンシック-王によって建立された寺院で, ミンガバー村から南に向かう道

路の東側にある｡アベ-ヤダナ-寺院とは道路をはさんで東南東の位置にある｡この寺院は耐

堂とその北側にある前室とから成っているが,嗣堂の奥には文隣陀龍三に保護された施舞昂,

与願印の巨大な仏陀立像が安置されている｡ 壁画は回廊の内壁と外壁の双方に描かれている｡

内壁の上層には島部, 中部,相応部経典の場面が,下層の仏轟 と仏轟の中間壁面には本生譜

(南壁中央に始まり西, 北,東壁へと続 く)

が284パネル措かれ, 各図の下にモン語の

墨文説明がみ られる｡ 回廊外壁の絵は相応

部経典の場面を表わしたものである｡ 仏伝

図,本生図ともにあまり鮮明とは言い難い｡

この寺院 の代表的 な壁画 は, 回廊東側の

外 壁 に描 かれて い る燃燈仏 (Dipaakara

Buddha)足下 の書聖 (Sumeda)である｡

この図の人物像にはみな 口髭や頃髭が黒々 写真3 ナガヨン寺院の踊り子
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と描かれており, いずれも身長の割には顔が大きい｡ 仏伝図には初転法輪(東回廊内壁), 王

舎城での布施(南回廊内壁), ナ-ラーギ リ像の調伏 (西回廊内壁),双神通 (南回廊外壁)皮

どがある｡仏轟 と仏轟の中間壁面に描かれている仏陀像は,結蜘扶坐 し説法印を結んでいる｡

パ トウダーミャ-寺院の仏陀像同様,丸顔で耳が長 く,肉撃が真上に向かって高 く吃立 してい

る,頭部は剃っているが螺髪ではない｡左右に爽侍が1体ずつおり,仏陀に向かって合掌 して

いる｡ この寺院にある壁画の中で最 も興味をひくのは,回廊内壁の下層に描かれた一群の楽士

と踊り子の画(写真 3)であろう｡ 踊 り子は首を右に曲げ, 白い布をもった左手 を頭の上から

右に廻 し,右手は胸の前から左脇下-と伸ばしている｡両脚は膝を外側に向け菱型に曲げてい

る｡楽士は踊 り子の左右に3人ずつおり,それぞれ小太鼓やにょうはちなどの楽器を演じてい

る｡上半身に衣をまとい,耳に丸い耳環をはめ髪を後に長 く伸ばしているのは女性,上半身が

裸なのは男性 と患われる｡ この画はかなり低い位置に描かれているので,注意 して見ないと見

落とす慣れがある｡

4. クーピャウデー (ミンガバー)(Kubyaukgyi-Myinkaba)寺院

12世紀の初頭チャンシック-王 の子ヤザクマールによって建立 された基壇一層 の方形寺院

で,位置はミンガバー村の北端,四面石柱のミャゼ-ディー碑文で名高いミャゼ-ディー ･パ

ゴダの西隣 りにある｡東側に前室,西側にシカ-ラをのせた弼堂がある｡壁画は嗣堂とその周

囲の回廊および前室それぞれの壁面に描かれている｡壁面は相当剥落 しており,各図ともあま

り鮮明とは言い難い｡ まず回廊外壁の最上層であるが, ここには仏伝(東壁東北隅の受胎図か

ら始まる)が43図描かれている｡ その下の層すなわち第 2列目には島部経典の宇宙創造の模様

(入口南 の東壁中央から始まり入口北の東壁で終わる)が描かれている｡ 3列目(入 口南 の東

壁から南,西,北の順)から9列目(北壁中央の窓)までは本生図で, 全部で496パネルある｡

各図の下にはパー リ語による題名とモン語の説明文とがみ られる｡10列目は小パネル群で,飢

倭,餓死の図やセイロン島史が描かれている｡ 最下層の11列冒(床上約20センチの位置)は入
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写真4 ク-ピャウデー (ミンガバー)
寺院の人物像

口南の東壁から始まり, 象,馬,午,獅子

などの動物図がみられる｡ 一方回廊内壁に

描かれている画は, 上層が仏陀の説法像,

悪魔の襲来 (西壁中央)などであり, 下層

19図は論蔵に基づく八相図 (東壁北東隅の

成道図か ら始まる)や, 第一 回(王舎城)

から第 三回(波托梨子城)までの結集 の模

様などである｡ 人物像はパ トウダーミャ-

寺院やナガヨン寺院のそれに類似 している
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(写真4)｡すなわち男女とも丸顔で,男性の場合には口髭や頃髭が描かれている｡女性はいず

れも髪が長 く耳に丸い大きな耳環をはめている｡この寺院の代表的な画は回廊西側内壁の宝階

三遷下洲の図である｡これは悌利天で,母后摩耶に法を説いた後安居明けに黄金,白銀,紅玉

3種製の階梯を通って僧伽合へと降下する釈尊像を描いたもので,仏陀は袈裟を偏担右肩にま

とい,右手を与願の印に結び左手は掌を胸に当てて立っている｡仏陀の前には合掌 した帝釈天

が,仏陀の後には傘をさしかけた3両の究天が随行 している｡

5. ローカティパン (Lokahteikpan)寺院

12世紀前半に建立されたと考えられている基壇一層の中型寺院で,アーナンダ寺院の真南,

タッピンニュ寺院の南東,シュエサンド一 ･パゴダからは約 150メー トル北の位置にある｡ 北

に面 した入口を入るとす ぐ前室があり,その奥に触地印の仏像を安置した弼堂がある｡11世紀

後半に建てられた寺院とは異なりこの寺院には回廊がない｡壁画は天井と嗣堂,前室両方の壁

面に描かれている｡ どれもまだかなり鮮明である｡ 画題は仏伝と本庄 符で, 各パネルの下に

モン語(上層図)またはビルマ語(下層図)の墨文説明がみられる｡ 天井 の画は仏足跡で, 角パ

ネルの中に左右両方が描かれている｡ 伺堂の壁画は南面が釈迦八相図, 東面が悌利天での説

法, 北面が過去28仏,西面が本生譜で,南面を除きいずれの画にもモン語の墨文がつけられて

いる｡ 前室の壁画は東,西,北面すべて本生図である｡本生図は縦横数十に区切 られた小さな

パネル群の中に描かれているのではなく,他の寺院とは異なり上下に区切 られた横長の帯の中

に絵模様のような形で描かれている(写真 5)｡ 画の下の説明文 は ビルマ語である｡ 人物図は

写真5 ローカティパン寺院の本生図
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写真 6 ロ-カティパン寺院の出胎図
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パ トウダー ミャ-,ナガヨン,クーピャウデー寺院のそれと同様丸顔で,男は例外なく頃髭を

生やしている｡額の髪の生えぎわは中央部で下がっており,頭髪も中央で左右に分けられてい

る｡衣服は下半身にのみまとい上半身は裸である｡背景の樹木は扇型に円く描かれている｡こ

の寺院の本生図にはマハ-ニパークが多い｡弼堂南壁にある釈迦八相図の位置は,中央頂上が

入浸薬図,その下が悪魔の襲来,向かって右側は上から下に降兜率,双柿通,出胎,右側はナ

-ラーギ 1)象の調伏,初転法輪,パー リレーヤカの退却の順となっている｡ 出胎図(写真 6)

は, パネル中央に立った摩耶夫人 が右手を上げ, 左手を白分の左側に立っている妹披閣披提

(Pajapati)の肩にまわしだらりと前に垂 らしている｡頭上には先端の尖 った冠の如きものをか

ぶり,耳には丸い大きな耳飾 りをはめている｡眼は切れ長だが上険が分厚 くややはれぽったい

感じである｡眉毛は細 く短い｡顔はうりざね顔で幾分右に傾けてはいるが,まなざしは正面を

向いている｡ 鼻 はナンダミンニャ寺院 の出胎図のように長 く鋭 く尖 っているということはな

い｡乳房は両方共左側に向かって丸 く大きく描かれている｡右側にひねった夫人の腰の上 (右

脇下)には,結釦妖坐 して合掌 した悉達多太子の小さな像がのっかっている｡披閣披投は顔を

正面に向け,自分の首にかけられた摩耶夫人の左腕を左手で支えている｡眼はややつり上がり

気味で眉が細 く短い｡顔は摩耶夫人よりもずっと丸顔である｡下半身には横縞模様の腰布をつ

けている｡その点,蓮華模様入 りの腰布をまとっている摩耶夫人とは対照的である｡披閣波提

の左側にも人が1人いるが従者であろう｡摩耶夫人の右下にも悉達多太子の像がある｡それは

"7歩の歩み"を示すと考えられる "7重の蓮華''の上に左右 の手を胸の前に上げた立像であ

る｡太子の左横には傘蓋を持った人と,鉢を手にした人が 1人ずつ描かれているが,それはお

そらく究天と帝釈天であろう｡ その下には,両手で鉢を捧げた人が9人(上,中,下各層に3

人ずつ)描かれている｡ 太子の頭上の樹の上(画の左上隅)には長い笛を口にあてた天人と,義

を逆さにして水を注いでいる帝釈天とが描かれ,右上隅には両手を差 し伸べた天人 2人が描か

れている｡摩耶夫人の頭上から右横にかけてバナナの房のような形で葉を茂 らせている樹は沙

羅樹であろう｡

6. E3一カオウシャウン (LokaOkshaung)寺院

パガンからミンガバー村-向かう道路を途中かなり束側へ入ったところにある角型のレンガ

造 り寺院であるO前室と岡堂とか ら成るが弼堂の上のシカーラを欠 く｡ 建築様式からみて12世

紀の前半に建立されたものと考えられているOここの伺堂の壁面には,八腎の金剛手菩薩像が

描かれている｡菩薩の顔は丸顔で眉は細い｡頭上には冠をいただいている｡右手の側の壁面が

著 しく磨損剥落しているので判然 としないが, 左側 に手が4本あることははっきり確認でき

る｡持物は弓,宝珠,三叉などである｡ ここにはまた先の尖った冠を頭にいただき,縞模樵の

腰布を下半身につけ,右向きに坐 った天人の画 もある｡坐 り方は結伽扶坐ではない｡膝をやや

左右に開いてはいるものの正坐である｡顔を右斜めに向けているため鼻を隔てて右眼と左眼と
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の間隔が相当開いてみえる｡ 眼は洩分つり上がり気味で,視線 も斜め上に向けられている｡手

は左右とも肘のところで曲げて掌を上向けに拡げている｡

7. ティンマズィー (Theinmazi)寺院

ローカオウシャウンの西北西にある基壇一層の寺院で, 伺堂の上にティーロミンロ寺のよう

などっしりとした角型のシカ-ラをのせている013世紀に建立された寺院の一つである｡ここ

の天井にはローカティパンのものとよく似た仏足跡が描かれている｡壁面には右向きに行列 し

た人物群像が描かれている｡ いずれも右手を肘のところから前方に伸ばして手首を下に折り曲

げ,左手はちょうど力病を見せる時のように肘から先を上に曲げて拳を握 りしめている.この

ポーズが何を意味しているのか明らかでない｡群像の中には乗馬姿 もみられる｡馬には手綱は

あるが鞍や鐙はみられない｡人物の顔は例外なく丸顔である｡耳たぶに丸い大きな耳飾 りをは

め,黒髪を後に長 く垂 らしているのは女性像だと思われる.頭を剃 り,丸首長袖の黒い衣をま

とった僧侶とおぼしき人物の画 もある｡髪の生えぎわが報の中央で下がっており,耳たぶが異

常に長い｡いずれも顔を左に向け,左手は胸の前で挙げ掌を外に見せている｡中指,薬指,小

指の三本はほぼまっす ぐに伸ばしているが,人差 し指だけは折 り曲げて親指と接触させ環を形

作 っている0-万右手は,腕をまっす ぐ下ろし指先を揃えて伸ばしている｡前室と岡堂との境

の壁面にも,冠をかぶり右手を肘のところから前に伸ばして手首を下に折 り曲げ,左手は肘か

ら上に曲げ掌 を上向けに拡げた上半身裸 の天人像(写裏7)が見られる｡ 坐像だが両足は共に

膝のところか らきちんと後 に折り曲げた形, すなわち正坐であることを示 して い る｡ 身 に

つけているのは腰のまわりの半パンツの 様なもの

だけであるO 顔が真横ではなく斜め前 を 向いてい

るため, つり上がり気味 の両眼と尖 った鼻とが目

立つ｡この寺院の代表的な画は四眼二鼻の究天(?)

像であろう｡ 頭 に先の尖 った冠をかぶり,顔を着

に向けた坐像である｡ 坐 り方は, 左右の股を少 し

開 き気 味 に してはいるが膝 のところから後 に折

り曲げた正坐である｡ 左手 は肘のところから前に

伸ばして手首 を下に折り曲げ掌を拡げている｡ 右

手は肘から先を上に曲げ掌を上向けに 拡げている｡

ただし親指 と薬指 とをちょうどくっつけるように

内側に曲げている｡ 顔 は正面ではなく斜め前に向

けているため両眼とも見えるが, その眼 が左右と 写真7 ティンマズィ-寺院の天人
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も上下二つずつ計四つ描かれている｡5)眼は切れ長で大きい｡ 眉毛は細 くて長 く,左右がつな

がって一本になっている｡口も相当大きい｡

8.ペーナタ ･グー (Penatha一gu)寺院

ティンマズィ-の東北,ローカティパ ンの西北西に位置する三基の小仏塔群のことである｡

13世紀後半の建立だが風化が激 しく外側のレンガは崩壊 しかけている｡三基の内一番右側の寺

写真8 ペ-ナタ･グ-寺院の緊那雁

院には, 説法印を結び袈裟を通肩にまとった過去 28

仏の坐像が描かれている｡ 28仏 とも丸顔で肉撃が吃

立 している｡ その28仏の横にビルマの土着神ナッの

像が多数描かれている｡ナッ神 (写頁 8)は頭に冠を

いただき, 両手を肘のところから上に挙げて掌を拡

げている｡ 腕 の後 に は肩 か ら伸びた翼が見える｡

腰の後にも折 り畳んだ翼が見える｡ 脚 は太股 だ け

が太 く, 足先に向かうにつれて烏の虻のように急激

に細 くなっている｡ 顔はどれも丸顔である｡ 眼は切

れ長で両端がややつり上がり気味｡ 眉毛は細い｡ 首

の左右に髪が垂れ下がっている｡ この人面烏身のナ

ッ神(あるいは緊郡羅 ?)像 の真下 に は,狐 の よ う

な動物の首を左右の腕 で一頭ずつ締めつけている蛙

のような醜悪な形相の怪物や, 象 のような動物の首

を左右の腕で一頭ずつ締めつけている出歯の怪物の姿などが描かれている｡その隣(中央)の寺

院には, 蓮華 を執ったり三叉を持ったりしている三面二腎の充天坐像や, 鎌首をもたげた龍

を頭上 にいただき合掌 した菩薩(あるいは嚢虞梨童女 ?)な どが描 かれている｡ 究 天 像 は女

性的な優 しい表情を しているが, 菩薩像は鼻が高く眼 や眉毛がつ り上がり男性的 な表情を示

す｡ さらにその隣(左端)の寺院には, 二層 のパネル内に本生図 が描かれている｡ 人物はみ

な上半身が裸で髪を後に垂 らしている｡ 背 景 の樹 には, ローカティパ ンの壁画同様円の中

に葉を描いたものもあるが, 薬を海星状に描き分けたものもある｡ 二層 のパネルの上には過

去28仏が描かれているが, そのうちの12仏は倒立, すなわち頭 を下げ足を上向きに描かれて

いる｡

5) 文化省編纂の概説書 ｢古代ビルマの壁画｣(ビルマ文)ではこれを "四つ眼の先天像"だと記述してい
るが,文化省パガン支局の主任研究室ウ一･ボウケ-は, "一旦描いた人物の顔を石灰で消し,その上
に新しい顔を描き直したところ, 消した筈の下の画が再び浮き出てきて四つ眼に見えるにすぎない"と
いう独白の見解を明らかにしている｡ U BoKay･ Paga71Shayh,auntTjWgaung.i-ayaタり′a.1971(un-
publishedl.
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9. クーピャウデー (ウェッチーイン)(Kubyaukgyi-Wetkyi-in)寺院

ニヤウンウ-の市街地か らパガン-向か

う道路の左側, チャンシック一 ･オンミン

窟院の貢南, ウェッチ-イン村の南東にあ

る一重構造の寺院で, 上ぎ榊こマ--ボーデ

ィーに似たシカ-ラをのせている. 13世紀

前半 に建立された寺院 で東側 に入口があ

る｡ 壁画は前室の天井と南北両壁而とに描

かれている｡ いずれもきわめて鮮 明で あ

る｡ 天井の中央部には角型の大きなパネル

があり, 内側の各辺に15体ずつ計60体の仏

写真9 クーピャウヂ- (ウェッチーイン)
寺院の天井の仏足跡

陀坐像(すべて通肩)が配置され, その内部の中央 に仏足跡が二つ描かれている｡ この角型大

パネルの周囲には四円と四角 とを組み合わせた蓮華模様が多数描かれ,その中にも通肩の仏陀

坐像が一体ずつ配置されている(写真 9). 壁面の最上層には-面に14体ずつ計28体の過去仏

が描かれている｡ いずれも悟 りを開いた樹6) の下で結伽鉄坐 し,左手を与願の印,右手を触

写真10 クーピャウヂ- (ウェッチ-イン)

寺院の北壁の東端上層の画

地印にした偏担右肩の仏陀坐像である｡顔は丸顔で

耳たぶが長い｡頑は剃 っているが螺髪状はしていな

い｡肉撃は円錐状を呈 している｡ その下の層には各

仏の予言図が描かれ,さらにその下にはビルマ語に

よる説明文がみられる｡北壁面の両端には縦長のパ

ネルが上下に 2組ずつ計 8枚あり,偏祖右肩の釈尊

坐像または立像が措かれている(写真10)｡ いず れ

も仏伝図で,各画の下にはビルマ語の説明文がつけ

られているO釈尊の顔は過去仏の顔とまった く同じ

で両者の間には違いがない｡北側壁面の中央部,す

なわち過去28仏の真下で,仏伝図と仏伝図とに囲ま

れた中間壁面には本生図がある｡本生図は,縦横お

よそ15センチずつに区切 られた小パネル(上下に6

層ある)の 中 に-図-景ずつ描かれ,その下にビル

マ語の説明文とジャータカ番T,IJとが記されている｡

6) 過去28仏はすべて特定の樹下で悟りを開いており,その具体的な樹木名については『南伝大蔵経』第28
巻小郡経典6の因縁物語 (NidanaKath豆)に記されているが, そのビルマ名はルースが取り上げている
LuceG.H.HF.conomiCLifeoftheEarlyBurman,"JBRS,Vol.XXXpt.i,pp･3158･Luce,G･H."Old
Burma-EarlvPagdn,"Vol.I,pp.392-3971
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南側の壁面には上層の28仏のパネルはみられるが,その下の本生図の部分は大きく剥ぎ取 られ

て残っていない｡前室と伺堂との境の三角小間には "悪魔の襲来"図と天人像とが描かれてい

る｡悪魔の襲来図には様々な姿の怪獣や人間の姿をしたた くさんの悪魔がうようよ描かれてい

る｡天人像は頭に冠をいただき,右足は折り曲げ,左足は後方に跳ね上げた形をしている｡片

手は肘か ら先を上に曲げ薬指と親指とで環を作 り,もう一方の手は前方に伸ばしている｡眉毛

は細 く眼は切れ長でつ り上がり気味｡まなざしは鋭い｡鼻先は尖がり下あごも尖 っている｡全

体としてティンマズィ-寺院の天人像に酷似 している｡

10. レーミェンナー (Lemyethna)寺院

13世紀前半に宰相アーナンダ ･トゥ- リヤによっ

て建立された基壇一層の寺院で, ミンナントゥ-村

の東北にある｡ シカ-ラの上には,アーナンダ,シ

ュェグーヂ一,ナガヨンなどの寺院に見られるよう

な鋭 く尖 った塔がのっている｡ 内部は東側が前室,

その奥が嗣堂になっている｡ ここには通肩,説法印

の仏陀坐像が天井か ら床まで8列にわたって描かれ

ている(写哀11)｡ いずれも扇型をした樹下 に結伽

扶坐 しており過去仏と考えられる｡頁円の中に給餌

扶坐 し正面を向いて合掌 した像も数十描かれている｡

頭には王冠をいただいていることや縞模様の腰布を

まとっていること, 両肩 の後に小型の翼 が見える

ことなどの特徴から考えると,これらは仏陀像でも
写真11 レ-ミェンナ-寺院の仏陀坐像

菩薩像でもなく,天人(またはナッ神)像だと思われ

る｡このほか出胎など八相図を描いた大型パネルを中心にたくさんの小パネル群があるが,そ

の中には本生図が描かれている｡ これら各図の下にはビルマ語で墨文が記されている｡ここの

出胎図はローカティパンほど鮮明ではない｡構図は原則としてローカティパンと同じだが,磨

耶夫人は首をかしげておらず正面を向いている｡冠の上にも釈尊の小坐像がみられる｡波間波

提の腰布がかすり模様になっているなどの違いがみられる｡

ll. パヤー ･トンズー (PayaThonzu)寺院

13世紀の後半に建立されたと考えられている三基の寺院群で,レ- ミェンナ-の東北, ミン

ナントゥ-村から北へ向かう道路の右側にある｡シカ-ラをのせた三基の寺院は,外から見る

と別々の寺院だが内部は回廊でつながっている｡壁画は東側と中央の寺院とにみられる｡西側

の寺院内には何も描かれていない｡東側の寺院では,四方の壁面に赤茶色の袈裟を通肩にまと

372



大野 :ビ ル マ の 壁 画

い, 説法印を結んだ仏陀坐像が小型の角パ

ネル や 四弁 の花の中に数十体描かれてい

る｡ 仏陀の顔は丸顔で下あごが短い｡頭部

は剃髪しているが螺髪ではない｡ 肉撃は吃

立 している｡ 爽侍や背景の樹木はいっさい

描かれていない｡ この寺院の代表的な壁画

は, 各壁面の両端 (四隅)に描かれている

男女像である｡ 従来これらの画が密教系だ

とか タントラ系だとか言われてきたのは,
写真12 パヤー･トンズー寺院の男女図

描かれている人物がどれも腰をなまめか しくくねらせていたり,男が女の首や腰に手をまわし

て抱きかかえたりしているか らであろう(写真12). クマ-ラスワ-ミは, これを "ェロティ

ック''と言っている｡7) 顔は男女とも面長で,額の上に冠または-ア一 ･バンドのような飾 り

をつけている｡眼は切れ長だが両端がややつり上がっている｡鼻は鼻先が異様に尖っており,

下あごも長ければ耳たぶも長いOパ トウダー ミャ-, ローカティパン, クーピャウデー(ミン

ガバー)など11-12世紀頃の壁画にみられる丸顔とはきわめて対照的な顔である｡ 腰布は, 男

女ともくるぶしの上まで達する長いものをまとっている｡女性は耳に丸い大きな耳環をはめて

おり,男性に比べるとはるかに小柄である｡ しなやかな姿態が強調されているこれらの男女像

と仏陀坐像との中間壁面には,獅子や孔雀などの背に乗ったり,牛や邪鬼を踏まえたりしてい

る,人面馬身の緊那雁,象,皮,蛇などが描かれている｡ 菩薩の姿はティンマズィ-の天人像

に似ている｡ なおこの天井にはカノウパン(植物 を紋様化 した装飾)が一面 に描か れて い る

が, ところどころに四角または八角のわ くが設けられ, その中にはクーピャウデー(ウェッチ

-イン)のような通肩,説法印の仏陀坐像が一体ずつ配されている｡

12. タンプーラ (Thambula)寺院

13世紀の中頃ウザナ王の妃タンプーラによって建立された基櫨一層の小寺院で,パヤー ･ト

ンズーの東北にある.耐堂の上のどっしりとした角型のシカ-ラは,ティーロミンロやティン

マズィ-のそれと同型である｡ここの壁画は,壁面上層の仏陀坐像とその下層の人物行列図,

さらにその下層の本生図(四層の小パネル群から成る),および仏像左右の壁面両端に描かれて

いる様々な人物像などである｡本生図にはその下にビ ルマ語の説明文が記されている｡仏像左

7) Coomaraswamy,AnandaK.Hi∫loryofIndianandIndone∫ia72Arts.London,1927,p･170. 立花俊

道はこれを "男神がサクチすなわち女神を抱擁せる姿"を示していると解釈しているが, はたしてその

とおりかどうか今後の解明が必要であろうO 飯本信之 ･佐藤弘編 ｢卑洋地理大系4･マレー･ビルマ｣

1942,p.386.
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右の上層壁面 には, 左右か ら仏像に向かって合掌 し

た女性の姿11人ずつ計22人がみられる｡ いずれも足

を正坐または横坐 りにし, 両手は胸の前で合わせて

いる｡ 頭には冠をいただいているが その下からは黒

髪がはみ出ている｡ 全員丸い大きな耳堤をはめてい

る｡鼻が鋭 く尖がり下あごが出ている点はパヤー･ト

ンズーの女性像と吊 じである｡ 下半身には様々な柄

模様の腰布をまとっているO それら女性群像の下に

は, 頭上 に小さな化仏をいただいた宝冠の昏薩 (鶴

音像)らしきものが描かれている｡ 菩薩 の顔は丸顔

で眼はつり上が り気味｡ ]釧ま細い｡ 耳たぶは肩に触

れんばかりに長い｡ ここには冠をかぶ り丸い大きな

耳環をつけ, 両手を錫杖か何かを持つような格好を

した 巨大な緊都雁 の姿も描かれている (写真13)｡

緊那雁は背に翼が生えており,脚部は鷲の爪先のように鋭 く尖 っているが,顔はまるで女性の

ような優 しい表情を している｡

13. ナンダミンニヤ (Nandamannya)寺院

13世紀中頃の建立と考えられている小寺院の一つで,タンプーラの北にある｡上部のシカ-

ラは角型ではなく,パ トウダー ミャ-やペッレイ,セインニェッ･ニーマなどのような螺旋状

円筒形を している｡ 入口は東側に一つしかない｡ここの壁画は,仏伝図とその周囲または下方

に描かれている様々な菩薩像,天人像とから成る｡仏伝図には出胎図,偏担右肩で左手与願,

右手触地印の成道像,通肩で結蜘扶坐の説法像,同じく通肩で左手は与願,右手は腕の前に挙

げ掌を内側に向けた遊行像などがある｡ こ

この出胎図はローカティパン, レ-ミェン

ナ一両寺院の構図と基本的には 同じである

が,摩耶夫人は顔がパヤー･トンズー寺院の

男性像に似て鼻先が尖がり 目つきが鋭い｡

顔は右を向きまなざしはやや 下方に向けら

れている｡ ローカティパンとは異なり乳房

の丸味は全 く描かれていない｡ またレ-ミ

ェンナ-寺院のような 冠上の仏陀小像 も描

かれてはいない｡ 披閣波提の顔 も両寺院の
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とは異なり面長である｡ 悉達多の像は,摩耶夫人の

右腰の上と右の足元とに一体ずつ描かれている｡ 腰

上の像は坐像だが, 足 元の像は立像で両手を胸の前

に挙げ顔を右側に向けている｡ 摩耶夫人 のうなじか

ら右肩にかけて垂 れ下がっている数本のほつれ毛が

一種生々しい印象を与えるO 偏担右肩の成道坐像 は

南窓の内側壁面に描かれているが, その左右で釈尊

に向かい膝まづいて合掌 している出家像 は仏弟子で

あろう｡ おそらく左側が目健連,右側は舎利弗と思

われる｡ 仏陀は丸顔で耳たぶが長い｡ 内宮は円錐形

をしているが先端はあまり尖っていない｡ この成道

像の下に女性12人の行列図がある(写真14)｡ いずれ

も下半身のみを覆った上半身裸 の女人像であるが,

この図がナンダ ミンニャ寺 院 の代表的な壁画でタン

トラ的だと称されているものである｡これはPrimae

写真15 ミ
ヤ
･

ダ
パ
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ン
o
ナ
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ナ
像

L
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･

ン
一グー

絹
'',竹
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ヤ
ト
の

繁の 那羅
ンズ-よりもペ
ナッ神像に似て

Noctisを行使するため花嫁をアリ僧の寺院-連れて行 く図であるとか, 菩提樹下 の悉達多を

誘惑せんとしている魔雁の娘達 (魔女の誘惑)であるとか,パゴダ-お参 りに出かける途中の

村人の姿であるとか様々に解釈されている｡説法印の仏陀像は壁面の最上層に描かれている｡

仏陀の顔は丸 く耳が長い｡肉馨は蓮管状を している｡その下の層には,右手で髪の端を支え左

手に担った剣を髪の根元に押 し当てた落飾図が描かれている｡パ トウダー ミャ-寺院の落飾図

とは左右の手が逆になっている｡ さらにその下 の層には, 横坐 りになった大きな菩薩(?)倭

や人面馬身の緊郡雁(?)像などが描かれている｡ 菩薩は先端 の尖 った冠をかぶり, 耳たぶに

丸い大きな耳環をはめ,右手は肘のところで上に曲げて人差 し指と小指とを伸ばし,中指と薬

指とは内側に曲げて親指との間で環を作っている｡左手は前に伸ばし掌を拡げて下に向けてい

る｡目も口も大きく,眉毛は長 く鼻は極端に尖っている｡こうした顔つきはパヤー ･トンズー

寺院の男性像とそっくりである｡緊那雁像は頭上に冠をいただき,右手は肘を曲げて胸の前に

挙げ,左手はゆるやかに下げて腹部にあてている(写真15)｡背中には翼,腰には尾翼がある｡

脚には猛禽類の足のような鋭い爪がついている｡眼はばっちりと見開かれており顔の表情も柔

和で女性的である.こうした姿は,パヤー ･トンズーよりもペ-ナタ ･グー寺のナッ神像に似

ている｡そのはかこの寺院には,中央が黒色をした特殊な冠(編上げにした髪?)をかぶった菩

薩立像や,蓮華の茎を手に執った菩薩坐像なども描かれている｡ これらの菩薩像は冠の頂上に

小さな化仏をいただいているので観音菩薩だと考えられる｡いずれも耳たぶが長 く,眉毛は細
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く,眼はつり上がり気味で鋭い｡なお仏伝図の周囲には虎,孔雀,水牛,ヒンダーなどの背に

またがった天人(あるいはナッ神?)像が描かれている｡

14. ウィニー ドー (Winidho)寺院

13世紀初頭に建立された寺院で, 東側の前室と西

側の両堂とから成る｡ 嗣堂の上には四面体のどっし

りとしたシカ-ラがのっている｡ 寺院の位置はナン

ダ ミンシャの北北西,タヨウピェ-寺院の北北東で,

ミンナントゥ-村からは北約 1マイルの地点にある｡

壁画は, 壁面中央の仏陀坐像とその周囲の角型小パ

ネル群, およびそれ以外の場所の天人 (またはナッ

神)群像 とから成る｡ 壁面中央 の仏陀坐像は袈裟を

偏担右肩にし, 三重の支提の中で結蜘鉄坐 して説法

印を結んでいる｡ 顔は丸顔で耳たぶが長い｡ 肉撃は

曹型である｡ 螺髪はない｡ 仏陀の左右に一体ずつ見

られる爽侍は冒健連と舎利弗だと考えられる｡ この

大型パネルの周囲にある角型小パネル群の中にも大
写真16 ウィニード-寺院の天人像

型パネルと同じ画題, すなわち両側に爽侍を一人ず

つ配 した支投の中の仏陀坐像が数十描かれている｡そのほか小パネル群の中には仏陀と弟子と

の交流を描いたものが少なくない｡パネル下の説明文(ビルマ語)によると,仏弟子は舎利弗で

あったり迦葉であったりする｡天人(ナッ神)像は天井や壁面の両端,前室と岡堂との境界壁面

などに描かれている(写真16)｡ 頭に先の尖った冠をかぶ り, 大きな耳飾 りをつけ, パンツ状

の短い腰布をつけている｡ 左足を折り曲げ右足 は後方に跳ね上げて両手 を前に突き出した姿

は,クーピャウヂ- (ウェッチ-イン)寺院の天人像に似ているO もっともウィニー ド-寺院

の天人像は,左手で燭台を支えていたり,両手を左右に拡げて掌に蓮の菅や茎をのせていたり

するなど持物に特徴がみられる｡ もう一つの特徴は, 蓮華の上 に坐 しているのではなく,杏

妙な顔をした怪獣の頭部を足下に敷いている点である｡

15. イッザゴーナ (Izagona)寺院

ウィニー ド-の東にある基壇一層の小寺院である｡詞堂の上には角型のシカ-ラと,さらに

その上にナガヨンやゴー ドーパ リン寺院のような尖塔をのせている｡壁画の中心は袈裟を通肩

にまとった説法印の仏陀坐像である｡背景には支提も爽侍 も樹木もいっさい描かれていない｡

壁画は壁面の上から下に十一層あるが,各層にこうした仏陀坐像が12体ずつ描かれている｡ こ

の寺院には三面六菅の党天立像も措かれている0
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16. パヤー ･ンガ-ズー (PayaNgazu)寺院

ニャウンウ-町からパガンへ向かう道路の左側,ティーロミンロ寺院の南西,ウパー リティ

ン戒壇の南南西にある五基の小寺院群である｡螺旋状円錐型のシカ-ラをのせている｡五基と

も独立 した別々の寺院で, パヤー ･トンズー寺院のように内部が回廊でつながっているわけで

はない｡壁画は各寺院によって画題が異なる｡第 1は

天井の装飾画であるO 天井一面に八角形 と四角形の

わ くが交互に描かれ, それらのわくの中 にぜんまい

状の葉が8枚, さらにその内側 に円がありその中に

6弁の花が描かれているO 第2は仏伝図である｡ 仏

伝図は縦長の大型パネルで,文提 の 中の仏陀坐像と

その両側から仏陀に向かって合掌 している三人ずつ

の在家信者とを描いている｡ 大型パネル の左右にも

通肩で禅定印や説法印を結んだ仏陀坐像 が描 かれて

いるO 仏陀の顔は丸顔で耳たぶが良い｡)肉撃はパ ト

ウダーミャ-や ナガヨンのような吃立型ではなく,

まんじゅうのように丸 くふ くらんだ形 をしている｡

璃部は螺髪にはなっていない｡坐 り方は足裏 を上向

けにした正確な結蜘扶坐である｡ 第 3も仏伝図であ 写実17 パ17-･ンガ-ズー寺院
の緊郵雁,ナッ神像

るが, この仏陀は立像で袈裟 を偏担右肩にまとって

いる.左右に一人ずつ弟子を従え,右下から長い鼻をもち挙げて見上げている一頭の象をじっ

と見おろしている｡ナ-ラーギ リ象調伏の場面であろう｡第 4は壁面四隅に描かれた人物,菩

薩, 緊都雁, ナッ神などの像である(写真17)｡ 人物図は男性が小柄な女性の肩に腕をまわし

互いに顔を見合 っている図であるが,姿態しなやかでパヤー ･トンズー寺院の男女図によく似

ている｡その上層には先の尖 った冠をかぶり,丸い大きな耳環をはめ,両手を胸の前に挙げて

掌を前方に向けている天人(菩薩 ?)の像が描かれている｡両足共膝を曲げ爪先を立てて坐って

いるが,左右の太股とふくらはぎとの問に鹿を一頭ずつはさんで締めつけた奇妙な格好をして

いる｡緊那雁は冠をかぶり,女性的で柔和な顔をしているが背中には翼を具えている｡脚は鳥

の虻のようになっており,鎌首をもたげた蛇を爪先でわしづかみにしている｡鼻先が鳥の境の

ように鋭 く尖 り,眼つきが鋭 く,層をひきしめた男性的な顔つきの緊那雁 もみられる｡羽毛は

まるでいそぎんちゃくの触手のように揺 らめき,短 くて太い両脚の爪で水牛のような動物の頭

を押さえつけている｡

17.ケ-ミンガ (Hkeminga)寺院

パヤー ･ンガ-ズー群の北東にある基壇二層の寺院で,上に角型のシカ-ラをのせている｡
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壁画は等身大の女性像(写貢18)で, 前室 と両堂との

境界壁面に描かれている｡ この画は冠, 持物,衣装

などパガン時代 の風俗 をうかがうことのできる貴重

な資料である｡ ll-12世紀頃の人物画とは異なり上

半身にも衣をつけている｡ 上衣 はかろうじて鳩尾ま

で届 くくらいの短いもので半袖である｡ 全体 に方形

の細かい模様が入っている｡ 縁 どりのある丸い襟 章

のような飾 りを両肩につけ, 背中には肩か ら背部ま

で揖 う長いゆったりとした外衣をはおっている｡ 下

表 は ~PY=身全体 をすっぽりと覆 うぐらいの良さがあ

る,斜交に縞模様が入っている｡ 幅広の帯のような

ものを-そのあたりか ら前 に垂 らしている｡頭には

先の尖 った冠をいただき, 耳蔓, 腕環などの装飾品

を身につけ, 柄の長い傘 (または先端 に飾 りのつい

た錫杖 ?)を両手でもっている｡ 顔はうりざね顔｡眼は切れ長だが半眼になっている｡ 眉はき

わめて細 く長い｡髪の生え際が額の中央部で下がっているのも特徴の一つである｡ パヤー ･ト

ンズー寺院の人物画に見られるような良い尖 った鼻はしていない｡す らりと均整のとれた体格

をしており, 7等身 くらいはあると思われる｡

18. ティーロミンロ (Htilominlo)寺院

13世紀前半にナダウンミャ-王によって建立された基壇二層の大型寺院で,ニヤウンウ-町

か らパガン-向かう道路の左側,ウパー リティン戒道の南東の位置にある｡ 壁面の画はかなり

不鮮明になっているが,天井に描かれている装飾文様だけは今でも鮮かである｡これは円の周

囲を四つの円で取 り巻き,さらにその外側を大きな円で囲んだもので蓮華を象徴 していると思

われる｡

19. チッチャムニ (Thetkyamuni)寺院

13世紀初頭に建立された基壇-属の寺院で,ニャウンウ-町の東 1マイルの地点,イラワジ

川の左岸に位置している｡壁画はテッチャムニ寺院よりも隣接の小窟院の内部に描かれている

もののほうが豊富で しかも鮮明である｡ 画題は支提内の仏陀坐像を中心とした釈迦八相図,本

生評,天人像などである｡ 支提内の仏陀坐像は降魔成遣像で,袈裟を偏担右肩にまとっている｡

頭部は螺髪にはなっていないO肉撃は陀立型ではなく,パヤー ･ンガ-ズー寺院の壁画のよう

なまんじゅう型を している｡ 左右には一人ずつ仏弟子がおり仏陀に向かって合掌 している｡ 八

相図の配置状況は他の寺院と同じで,上層中央が入浸架図になっている｡ 各画の下にはそれぞ
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れビルマ語の説明文がつけられているぐ,入

監磐像は身体の右側を 卜に し, 向かって左

側に頭を向けて構たわ っているO 右手は頭

の 1-̀に敷き左 手は貞 直 ぐ伸 ば しているO 釈

尊の背後(画面では上部)には小さな交提が

見え, 頭の後には円形に葉を 茂 らせ た沙

羅樹が 2本描かれている(,そ して釈尊の前

(画面では下部)には8人の人 物 が膝 まづ

いており, 釈尊に向かって合掌 している｡
写真19 テッチャムニ寺院の本生図

本姓図は数十の小パ ネル郡の中に描かれている(写真 19)L Lか ら6段目までは鮮 明 だが, 7

段目になると幾分不鮮明になっている(､なお各図の下にはビルマ語の説明文がみ られる｡ 天人

像は三角小間の壁面に描かれており, クーピャウデー (ウェッチ-イン)や ウィニー ド-寺院

の天人像と同 じように右足を膝のところで折 り曲げ,左足は後方へ跳ね上げた形をしている｡

頭には先 の尖 った冠をかぶ り, 耳には丸い大きな耳環をはめ, 腰には短いパ ンツをはいてい

る｡眼は半眼ではなくばっちりと大きく見開かれている｡ 左手は肘か ら先を前方に伸ば し掌を

下に向けている｡右手は肘か ら先を上に曲げ,人差 し指と小指を伸 ば し,親指,中指,薬指の

3本は折 り曲げて蓮の茎を振 りしめている｡ 足下にあるのは蓮の葉状を呈 してはいるが,飛期

中の天人像か ら考えると雲であろう｡

20. コン ドーデー (Kondawgyi)寺院

13世紀前半に建立された基檀-･層の寺院で, テッチャムこの裏南 の丘の上にある｡ ここの

シカ-ラは円錐型であるO 壁画は天井の装飾模様, 壁画の仏伝聞, 本庄図, 天人像などか ら

成 る｡ 天井の中央には蓮華を象徴 した四弁 の大輪があり, 四方に向かって放射状に直線が伸

びているo その線 との間 にはクーピャウデー (ウェッチ-イン)寺院 の天井にみ られる四角

と四円とを組み合わせた花弁模様が数十あり,その中に触地, 禅定, 説法, 施無貫, 与願な

ど様々な印を結んだ通肩の仏陀坐像 が 描かれているo 天井と接 した壁面 の最上層部には蓮の

葉の下層が仏伝図で,立像,坐像,臥像の仏陀像が描かれている｡いずれ も丸顔で耳が長い｡

肉撃は円錐形である. その仏伝図 の下層には数+の小パネル群があり, その中に本生狩が描

かれている｡ 耐堂と前室の境の壁面には, 最上層の蓮の葉の下に適肩説法印の過去28仏が描

かれ, さらにその下層に阿督王の業績が図示されている｡ 28仏にも阿哲王の業績図に もビル

マ語の説明文がつけられている｡ その 下にはカノウパ ンとよばれる植物 の装飾文様で, とこ

ろどころにナンダ ミンニヤやパヤー ･ンガ-ズー寺院の菩薩像 と同 じ黒色 の特殊な冠 (または
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写真20 コソド-チ-寺院の過去
28仏と天人像

21. ヤッサウ (Yatsauk)寺院

編 み上げにした髪?)をかぶった上半身裸 の天人

(またはナッ神)像や三面 の究天像などが描かれてい

る(写貢20)｡ いずれも右または左足を折 り曲げ,も

う一方の足を後方に跳ね上げている｡ 手 にはそれぞ

れ傘を持ったり蓮の茎 を執ったりしている｡合掌 し

ている姿も見 られるo植物 の装飾文様の隙間にはた

くさんのFIJが描かれ, その中に鳥,孔雀,鹿,猿,

午, 蟻 , 虎などの動物や, それらの動物の背にまた

がった人間 (菩薩 ?)の姿が描かれている｡ 壁面の仏

伝図は偏担右肩の大きな成道像である｡ 顔 は丸顔で

耳たぶが長い｡観の生え際が波型になっているのは

螺髪を示そうと したものであろうか｡ 肉撃は病状で

尖ってはいない｡

チャウクー ･オンミン (Kyauk-ku Umin)窟院の上の台地に建っている小寺院｡ 内部には

数十の小パネル群があり,一因一意の本生図が描かれている｡ 壁面がところどころ剥落 してい

るだけでなく,画 も下層のパネルになると不鮮明である｡ 各図の下にはビルマ語の説明文がつ

けられている｡

22. チャンシッタ一 ･オンミン (KyanzitthaUmin)寺院

ニヤウンウ-町の西端,シュエズイゴン･パゴダの真南にあるレンガ造りの窟院である｡壁

画は仏教的なものと世俗的なものの双方が窟院内部の回廊壁面に描かれている｡仏教的なもの

とは言っても仏伝図や本生図ではない｡あるのは菩提樹下の支提であり,その支提に向かって

花を手に合掌 した 比丘や優姿窓の姿である

(写裏21)｡比丘は袈裟を偏担右肩または偏

担左肩にまとい, 地面にひざまづいて合掌

している｡ 眼は大きく耳たぶが肩に触れん

ばかりに長い｡ 髪の生え際が軸の中央で下

がっているのは他の寺院の人物像と同じで

ある｡ 優姿塞の姿も比丘と大差はない｡眼

が大きく眉毛長 く, 鼻筋が通っていて層は

固く結ばれている｡ 頭部が身体全体に対 し
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て不釣合なほど大きいO支提の上層には瞬目合掌 した菩薩像が描かれている｡菩薩は先の尖っ

た冠をかぶり,耳に丸い大きな耳環をはめ,左右の手を胸の前で合わせている｡足は左足を内

側,右足を外側にした半釦である｡腕と脇の間を蓮の茎が通り抜け上に伸びている｡世俗的な

画には,義を両手で支えた女の立ち姿,左手を真横に右手は左斜め下に伸ばし足を開いて腰を

やや落とし気味にした舞踊姿,左足をもちあげ角笛を口に当てている男,後から比丘に傘をさ

しかけている白装束の男,弓に矢をつがえている兵士の姿などがある｡兵士は日除けのついた

編笠のような帽子をかぶり,長袖の上衣に長ズボンを着用 している｡こうした服装はほかの壁

画には見あたらない｡ビルマ兵ではなく元軍の兵士だと言われている｡ここの壁画は,ほかの

寺院の壁画に比べると全般的に画法が幼稚である｡
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